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和名 種，亜種

ウミネコ Larus crassirostris
頭部は白地にに薄い茶色の幅広い斑がある．

カモメ

白地の頭部全体に細い茶褐色の縦斑がある．

ニシヒメセグロカモメ Larus f. graellsii

タイリクヒメセグロカモメ Larus f. intermedius
ニシヒメセグロカモメと同じ．

バルトカモメ Larus f. fuscus
頭は白地に細い茶色の縦斑が頭頂と耳羽にあり幅広い黒い斑または縦斑が後頸の下側にある．

ホイグリンカモメ Larus f. heuglini

ステップカモメ Larus f. barabensis

ヨーロッパセグロカモメ Larus a. argentatus

ニシヨーロッパセグロカモメ Larus a. argenteus
ヨーロッパセグロカモメと同じ．

カスピカモメ

頭部は白，後頸に茶色の縦斑または斑がある．

セグロカモメ Larus s. vegae

モンゴルカモメ Larus s. mongolicus
白い頭部で茶色の斑または縦斑が後頸にあり，時々頭部全体に薄い縦斑がある．
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Larus canus

頭部は白地に茶色の斑または縦斑がある．眼の周囲が最も濃くアイマスクを形作る． 
額の部分は細いか斑に見える．5-10%のものが冬でも白い．

茶色の斑または縦斑が後頸にあり，時々頭部全体にあり，眼の周りと耳羽の部分は濃い．頭部は10月中旬から12月．オマーンでは50%
が11月中旬から頭部の縞をもつ．85%以上が3月も冬羽の頭をしていて4月中旬まで冬羽のものもいる．

頭部は白色の地に後頸に茶色の縦斑または斑がある．ほどんどが2月中旬までに白い頭になる．

頭部は全体が黒っぽい縦斑または斑で覆われ眼の周りが一番濃い．胸から頭にかけてズキンを被ったように見える．少ないが冬羽でも頭部が純白のも
のもいる．

Larus cachinnans

頭部は白地に細かい灰色味を帯びた茶色の縦斑と濃い斑または縦斑が後頸から胸の横まである．
時々頭部全体濃い斑で細い暗い斑が額，顎，喉にある．



頭部が冬羽の期間（茶色が冬羽の時期を示します）

ページ 2

アメリカセグロカモメ

頭部は幅広い黒い縦斑または斑があり眼の周囲が最も濃い．時々頭部全体と胸の上部が覆われ頭巾を被ったように見える．

クムリーンカモメ

アイスランドカモメとほぼ同じ模様だがアイスランドカモメより濃い．特に後頸と胸の脇が顕著である．

オオセグロカモメ Larus schistisagus
頭部と胸の横に濃い茶色の斑または縦斑があり眼の周りが濃く長いマスクを形作る．

ワシカモメ

シロカモメ

オオカモメ

モンゴルカモメは千々石海岸での実測値

Larus s. 
smithsonianus

Larus ｇ. Kumulieni

Larus glucescens
頭部はバフ色から灰色味を帯びた茶色の斑または波状模様で耳羽，頭頂の後,頸が最も濃く頭巾を被っているように見える．

Larus hyperboreus
頭部は白地に変化に富んだ暗い茶色からバフ色の縦斑または斑が胸上部まであり，
多くが暗い頭巾を形作る．斑は脇腹まで及ぶことが多い．

Larus marinus
夏羽とほぼ同じで頭部は白い．しかし暗色の三日月がたの斑が眼の周りにあり，
細い縦斑が眼の周囲，耳羽，頭頂のうしろ，後頸の下部にある．
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